
わが国の椚和37年の原√力の動きをふりかえって見ると,沈滞気

味であった原了･力開発の㌫も擢を〃亡進すべく,1t‾け亡が鼠力して,政策

而,計耐而,予節二而などの芥訓‖jで節々の対策が考促され,具体化

の捕搾がとられたことが江11さJtる｡

このような付糊のもとで口上懲引1;所の原-JリJ開発は多くの実在葺を

残したハ まず原子炉のて歩竺作部門でちると,ll/作伯6年12月25日に日立

数行訓練用原了▲炉(HTR)が1亡打りで所イーJサる純国産原子炉とLて最

初の臨界になり,岬和37年6月25日に100lくWの出力運転を開始L

た｡この炉ほ現在は東方(原丁一力産業研プE所の手で迎転が行なわれて

おり,多くの実験研究成果をうみ附している｡また∩木原丁▲力研究

所のJRR-3の原了･炉本体,燃料交換設肺などの据え付けを完了し,

これはさる37年9月12口臨抑こ達した｡∩立こ処rt;所の小央研究所

王禅寺分繋に建設中であった階非実験装節(OCF)もさる37年10月

2日臨界に到達Lた｡アメリカGEを1二がl二1木原十力研究所に設置す

る動力試験炉(JPDR)の圧ノJ解器の7処rl三をすすめて完成し,現地据

え付けを完了した｡またアメリカ GeneralAtomics杜の受拝した

武蔵工業大学のTRIGA-ⅠⅠ形の主要部分の現圭作,胡占え付けを完了し

て,近く酪占界になる■㌣定である｡

一方,受注面でふると倣地l‡り題で長らく懸案になっていた関西原

子炉(KRR)がアメリカInternuclear祉に決まり,その大部分の製

作,据え付けを受注した｡またR木原†一力研究所で遮蔽実験研究用

に設i戸主するスイミングプール形Jぢミ了･炉(JRR-4)は燃料を含むすべ

ての装『王の契約を完了し,弘法設計,製作をすすめている｡

原子炉の製作にともなって,付属機器の開発もすすめ,とに計測

制御装毘燃料交換装置,速へいプラグ取扱装置などに多くの新い､

技術を完成した｡また核燃料の製作加工ほ,金属ウランの成形加工,

天然および濃縮二恨化ウラン粉束の焼結加-1二(ペレット製作)など

の独特の技術を完成しており,HTR,JRR-3,OCFなどの運転に

より,その完全性が立証されている｡

放射線測定器の製作は,各産業の放射線利用が急速に増加するこ

とに伴なって,目的に応じた機縄の開発製作を行ない,これらの要

求に応じた｡

加速器類をはじめプラズマ発生装F托などの開発も行ない,研究所,

大守:などに納入Lた｡

口立製作所の原丁力開発ほ二l二拗,研究所,本社の緊密な避けいの

もとに築かれた多方痢にわたる総合技術を鵜にして,すでに完成し

た多くの原子炉をはじめ各怖の成果を今後より発旭し,各界の原子

力関係の要求にこたえるべく努ノJを続レナている〔

28.】原 子 炉

28.l.1完成した原子炉および実験装置

(1)JRR-3(国産一ぢ一笑験川原子炉)

同産技術による叔初の拓く了･炉としてスタートした11木原了･力研

究所のJRR-3ほ】l/綿137fF細流,l__卜i二絹豊作所がその設.汁製作を担当

した原了瀕千本体,燃料要点,実鼠捌批 f口･吉.一式ポンプおよび燃料

取扱装代の糾え付けこおよび丑乙地件能i試験を好成統のうちに終了し

た｡

本原子炉ほ天然ウラン一環水減速形,熱出力10MWの実験用原

子炉で,燃料ほ天然ウラン約6t,減速材,冷却材は約25tの重

水を使用している｡246本の燃料要素はアルミニウム製の炉心タ

ンク内にそう入され,その外側を崇銃反別･体,さらに重コンクリー

第1図 据付完了したJRR-3本体

トの生休遮へい体で脚まれている｡実鮫設備にほサーマルコラム

をはじめ水平,垂直実験孔,気送管などが設備されている｡また

冷却材に重水を使用しているため,循環ポンプに缶詰式を採用

し,重水の無漏えいを期している｡燃料要素の炉心タンクへのそ

う脱は安全かつ容易に行なえるよう遮へいをもった自動式の燃料

取扱装匠が設備されている｡

この原了･炉はその後原子力研究所において臨界前の総合試験が

行なわれ,すべての装置が完全に作動することを確認してから,

予肺臨界試験および洗浄乾燥を行ない,昭和37年9月11日に重

水の注入を開始して,翌12日午後3時半に臨界に達した｡続いて

低出力で特性試験を実施しており,38年初頭に出力上昇を行なっ

て拉高LH力10MWに達する予定である｡

(2)HTR(日立教育訓練用小形原子炉)

川崎市王禅寺で建設が行なわれていたHTRは,昭和36年12月

25口好成績で臨界試験を完了し,純国産による第1号の原子の火

が誕生した｡

HTRほ熱出力100kWの濃縮ウラン軽水減速冷却形の実験用

原子炉で,タンク形と呼ばれるものである｡

燃料は10%濃縮二酸化ウランペレットで,この形の燃料をこの

実験用原子炉に使用した例としては世界最初である｡二酸化ウラ

ンは高融′た(2,700℃)で水などに対する耐食性がすぐれているば

かりでなく,原子炉の出力が急上昇するような場合にそれをおさ

えようとするドップラー効果による自己制御性が今までの実験用

原子炉よりすぐれているため,非常に安全である｡ドラップラー

効果が原子炉の安全性に対してきわめて効果あることは,最近ア

メリカのSPERTなどの試験でもたしかめられている｡

臨界試験後引続き燃料要素の等価反応度の測定,制御棒反応度
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第2図 HTR 炉 心 部

の測定,中性丁刃‡分布測定などの試験を行ない,しかる後100kW

の出力上知試験を行ない,原†一匁fが女今にj捌転できること右ご確認

した〔その後この原J′一帥ま火京原子力産業研究所にご演渡さjLて述

転が行なわれており,原J′一炉を使川する各樺実験心よび訓練が進

められ成果をあげている｡

100kW運転時のけい光を発し,椰いている恥L部を舞2図に

示す｡

(3)OCF(王即寺臨界実験装ir亡)

本装置は口立中央研究所工禅寺分与に設托されたもので,低濃

縮ウラソ燃料,軽水減速形動ノJ川原子炉の核的獅斗を格十配列,

燃料濃縮度,水対燃料体横比,集介体の形,大きさ,反射体の厚

さ,温度,ポイド体積比,制御棒などを種々変化せしめた場合を

実験的に検討するた捌こ計画されたものである｡

集合体ほ直径1,900mm,高さ1,9001-1mのステンレス笹竺PJ筒形

タンクの■いに入れられ,燃料は外様10mmの酸化ウランペレ､ソト
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第3図 完 成 し た OCF

でアルミニウム笹望被覆管内につこ･うら加ている〔濃締度ほ1.5%,

2･5%の2種炸で,これらを適当な制御こつムケて,そのL-い問の濃縮

度を近似的に模擬することもてきる〔燃料体ほ桁丁胤列の異なっ

た4粍類の管枇にそう入され これ仁)ばプご験の必酎こよって取り

持えられる〔

似じ､僅の制御は調薬棒,シム杯および水位の調整によって行な

い,スクラムはシム搾1､本,′女乍棒3本のそう人と,水の′こし速除

去によって子Jなわれる∩

減速材として用いる軽水を実験に必要な温度,ポイズソ濃度な

どにして〃王命体に供給する水系統設備があり,召主命休斜下方には

小作子軒装『こがある｢.

集合仙勺の水位の調整のために水位精密測定装置,水位調整装

置■たがあり,水位の微細な変化にともなう反応度の変化を求められ

るようになっている｢

焦介休にほフォイル装置があり,炉心の任意の位繹の中性子束
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などを計測できる｡

柴合体タンクにほ側面にのぞき怠が数胴所あ

り,炉心の状態をみることもできるようになっ

ている()

本装置は昭和37咋10+j2川如J糾こ到辻し,

種々の実験が行なわJ=戊見な卜けているr_

策3図に木装拉の捉え付けが完成Lた状態

を,弟4図に設愉の模様を示す｡本矧附よわが

国で建設された比l和の軽水減速形臨非実験矧Jて‡
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28.l.2 建設途上の原子炉

(1)JPDR(動力ふ〔験川原-j∴虹㌧`■に立川i力12,500kW)

(a)口三ノJ鮨掛bよぴト/渦;帖造物

日本原-f▲プJ研究所出梅研プヒ所にj設置するわが川最初の沸騰水形

原子力発屯プラントほ,アメリカのGE祉に允托されたが,その

大部分の機日割よ国内で下詣て紺乍することになり,口_､一/二製作所はJ石て

子炉圧力容器とそのl勺桃梢造物ろ二等注作した丁.

GE社の正貨計水認を得て仰和36午5月から弓削乍に着手L,快屯

な拳法作を子iなったの仁+,i∫し版シ.うrノ亡/,】†糾I137il二7ノ川け也に愉j左し_,

据え什り rした｢､つづいて卜小甘川キ造物け鮒′l三ならびに試験を

ンヒ了し,町川】37て卜10川lニル≠≠旨吉川に恥ノ人jムム,J)がい三】戯切叫与;ミ

ー‾j′･炉上キミノJ容器を′ノ亡成したことによって,貫い主な.没.汁製†′l;Lの技術

を確立するとともに,大形原寸炉製作へのメ左程を築くことができ

た｡

容器の大略仕様は,常jl氾ミカ61.3kg/cm2G,常州温度330℃,

官器l勺f子2,083nlnl,容器長さ8J80T11m,胴体肉惇67mm(クラ

ッド厚さ6.4mm)でぁる｡

内部構造物ほすべて村′ぎ妄JIS.SUS--27で溶接隅造を主とLて採

川しているっ

カr心女持わく,卜部ブリ､ソト 上部グリ､ソト,舟心位,チムニ

ー,給水放イけ甘,ポイズン政和守∴ 匁心り■りく/ilこ,モニタ管,Tl刈御

椎名内管,蒸立も分離講注より成っている｢

(b)原-J二炉プラント什瓜捌】rfi

__L記原十分i本体のほかに,放月‖生俺液処即(純水雀法造を含む)関
係のタンク狐汁17J占および放朴肘尭ガス処規制J了了の機器煩を拳法

作し,タンク灘iほ′災よ舶,ステンレス鋼,アルミ製のそれぞれよ

仰
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仰
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第6凶 TRIGA-ⅠⅠ形原 子炉

りなる｡

放射性廃ガス処理滋帖は,木原十力充電所の特長の一つに数え

らJLるもので,水原十炉内で発生した,あるいは系統内に漏れこ

んた放別･性ガ､スをほとんど完全に取りi-1+し 処舛.設備にて放射能

な減衰させ,安全な状態にして煙突より廃棄する｡特に炉心内で

放射線のため水が分僻Lて発生する水素一酸素混合ガスは,本設肺

■l-け)巾結合詩芹で川収さJ′Lるようになっている｡

水系統(処里止設肺)の主な機講話とLてほ,墟ガス蒸気ジェット

+ミンプ,予熱旨迂,巾統合器,廃ガス復水糟,液一ガス分離器,廃

ガス旺鮒器,ガス貯留タンクおよび空気炉過器があげらjLる｡

(c)復水装茫亡および給水加熱器

沸騰水形原-fカプラソトにおいては系統中の放射能を制限する

ために特に給水純度が要求される｡本プラントの復水器の冷却水

とL-てほ海水が使用され,冷却管の管端よりの海水漏えいによる

復水純度の低‾Fを防止するた捌こ従来の拡管法のみでほなく,冷

却管端部と管板を溶接することにより,海水の漏えいを完全に防

止する構造となっている｡

プラントが危急停止Lた場合にほ従来の火力プラントのように

二女1モ介を吹かせて蒸気を大災に放壬_-1けることによって封圧を防止

することができず,また原イ･炉の熱容量が大きいために仲止後一

定時間ほ蒸気が先生L,それらのダンプ蒸気を処期するのに復水

語:､き上部に特殊な偶j拉のエネルギーダンパが設けられている｡

絶と水ためは子女水L-L-∫の放射能の減衰をはかるために,復水が ▲定

時悶以上滞何できるような肺道となっている｡

`くた気41仙i漣‡F出も炉内におし､て給水の分解によって発生する水
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素および酸素をも処理Lうる容量を持っており,同時に装置1モ休

の遠隔操作ができるように空気弁,蒸気弁ともに′鼓動式となって

いる｡

給水加熱熟ま,給水の揃えいを完全に防止するたムうに仝捌美形

が採用されており,モネルノクルの加熱管は管鰍こ榊妾され,水

石ふたの部分もダイアフラムが水弓iに溶接されており,i烏口‾ミ純水

の漏えいを完全に防_Ll二できる構造になっている｡

一九 胴体の加熱蒸気も側jも比較的低旺ではあるが,その帥殊川

途を考慰して,全然フランジな班川しない生存さ抜形が抹川されて

いる｡

(2)TRIGA-ⅠⅠ(トリガⅢ形原子炉)

武蔵工業大で≠ほアメリカGenel‾alAtonlics杜から′1'Rl(;A-ⅠⅠ

形原子炉を輸入することになり,この原子炉の人部分の棟器の製

作を受托し,すでに⊥場製作はノこ了し現地に拙什･‾いである｡

木原子炉を第る図に示す｡､.

28.1.3 HTR(日立教育訓練用原子炉)の性能試験

HTRの茶系統の諸施設の検査が終わったのち,臨界試験,制御

棒の校正,燃料変素などの割It仮止二比の測定,炉出力の較止,出力

上昇などの各種性能試験を行なった｡

臨界試験ほ昭和36年12月25日に行なわれた｡一触界.拭験のため

に特に第7図に示すように折6･､10の五つの特別の小性十計測チャ

ンネルを設けた｡各チャンネルの計数ヰの増加な記録Lながら燃料

を順次追加し,図のように6×6の36木燃料要素を巷§てんして臨堺

に到達した｡U-235の量は約2.7kgであった｡これほ計算による

推定値と非常によい一致を示している｡第8図ほ臨非.話し験のl芸ミの状

況を示す｡

制御棒の反応度測定には各種のプノ法があるが,∃三として用いたの

は正の炉周期法である｡この方法が鼓も栴度がよく,このほかに比

較法ならびに人臨界法を併用した｡第1表に較正紙巣の一例を示す｡

スクラム時に急速落下する安全棒,シム棒はいずれも1i貨L汁伯を上回

る結果を得た｡炉心の各場所に二糾ナる燃料要素の等仙反応度を,制

御棒との比較などによって測定したが,Lい心付近で約1.5%,外川の

隅では約0.5%であり,計捌こよる予想とほぼ一致した｡

炉出力の較正ほ,炉心部の中怜子鬼の分布を求め,｢[一件-一戸リ王の絶

対測定を行ない,計算により炉の出力を求めた｡.測定ほすべて放射

化法で行ない,分布測定には銅線,絶対値測定には金箔を用いた｡

金箔の放射能の絶対値はノト7′同時計数装iFたと4汀ガスフロー計数管

を使用したT.

出力上昇試験は一昭不L137年6月21r‾lからはじめ,1kWより順次H

力を上け,25日に最高出力100kWに到達し,7時間りし卜連虹L児

常の起こらぬことを確認した｡すなわ‾ら制御系の動作の確認,i′て川]

系の流量,温度,電碍度の測定,か川辺,補磯主などの放射線レベ

ルの測定,Hl力係数の測定などである｡出力係数ほ100lくWコたり

-5.3×10‾4』点/点で,この炉の特長であるトソプラー効果によるfミ

の出力係数が確認できた｡

28.1.4 プラグハンドラ

日本原子力研究所の国産1号炉にほ,ビーム試験,たとえば中仲

子回析,中性子照射実験などに使用さjtる水平実験孔および中性子

の分布そのほか炉の特性をくわしく測定するための計測礼拝が炉心

タンク巾央部の水平面卜に多数多種類が配荷されており,これらの

ヰ1にはプラグと称する遮へい休がそう人されて,炉心からの放二十縦

を安全に遮へいしている｡

プラグハソドラほこれらのプラグ郡をかの生体遮へい側壁二ねよび

炉窒l勺のプラグ格納宅に安全に着脱する装把である｡プラグ先端は

炉心に近く置かれるためかなりの誘導放射能を持つため,プラグ/､

ンドラのプラグ収容部ほ厚い鉛で進へいされたキャスク構造で表面
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第8図 HTR臨 界 試験 状 況

節1表 HTR制御棒のk応測定校正結児の一例

こ‾‾+こす)

設 計 値(鬼つ

安 土 棒No.1

二安 全 椎No.2

シ 梅

丘喝 幣 1･1i

′L

i;l 伯 1 4.49

実 測 値(%)

.27
5

線吊を50ml-em/hに押さえている｡プラグは最大径430¢,最大長

4,160のごとく長大であり,スティック‾を起こさず着脱操作を行なう

ためのハンドラ位置決めほかなりの精度を要求される｡したがって

あらかじめ打刻された指標点をハンドラに固定された照準望遠鏡の

口盛に令わせて位置決めを行なう方式を採用している｡なお位置決

めの際の操作時間を短縮するためプラグ孔とハンドラ頭部の位芹決

めほ日動的に行なえるようになっている｡ハソドラの移動は,炉実i

天井のロータリクレーンによりプラグ孔に粗位置決めを行なうが,

プラグを収容して移動する際に,ハンドラ先端開口部からの放射線

を遮へいするプラグゲートを先端に帖えている｡精位瞑決めほ/､ソ

ドラ自身に取り付けられた前後,左ん 上下微動装置を各電動牧で

駆動し臼走する｡操作にあたって誤操作のないよう各種インタロッ

クを言削ナるとともに,プラグの位Fだたを間接的に表示できるようにし,

操作系の動きほすべて操作盤に表示さJtる｡なおキャスク｢ノ1摺;ほ万

一汚染された場合にも洗浄できる柄造とし,材質的にはさびの発生

iこ十分往古な払ってムる｡本機は姓.f引措造,その他,環呈境に極度に
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巨1
1

】
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｢干l

‾‾ト∴/

丑_‾.JT

も皇

てFiり約されたが,よく要求粍能ろ淵fたす.ミ■貨計がたさjLている∩

おもな仕様

全 長 約6,000

仝 晰 1,500

rlJl さ 1,650

装fF】:去血の放Jl川右ミ尽 50ml･enヽ/】1

上卜徹軌横柄ストローク 50

右‾才子微動機構ストローク 50

前後微動機構ストローク 50

プラグ搬送ストローク 5,000

重 量 25t

2臥1.5 国一炉用燃料取替キャスク

本機は｢l木原子力研究所の同産一一弓一炉(JRR-3)上を走行し,長

さ5.5mの人然ウラン燃料棒を炉心にFl‡L入jtし,使用析燃料と新

燃料な交換する尤行クレーン形態のJ宗一-r一炉用特殊チャージングマシ

ンである｡仲Hl祈燃料は取り出し綬も卦い放射佗を′†;びているため

その収r)扱いほすべて間接遠隔操作が必要である｡(1)所定のプロ

セスにしたがい炉心の所望の燃料糞力'モ孔に対し削粁二速度によるl[三

許な位芳郎ノミめと気締結合を行なう〔(2)使用済燃粁‖布を自動〔伽こつ

まふあげ,これを放射線がもれないよう付二い軋iのよろい‾を着た遮へ

い爺笥に宵月する((3)あらかじごゾ)川底された新燃料な炉心につり込

み燃料孔に装J官ける｡(4)キ17スクに収`才子した放射燃料を小机性

ガスで冷却し,また緊ノ〇の場合は屯水冷却な行なう｡(5)炉`ヰミー

隅に設けられた排出Uまで移動してイ如耶斉燃料をつりおろし,排出

シュートをへて貯冷水柄に格納するなど一連の復雑なずt軌こ必要な

機能が数千偶の部品によって確実に行なわれるようになっている｡

これらの特殊機能中尾も斬新な特色i･よ,70tにおよぶ吏員二物を任意

の燃料装填孔に位置決め接綻する機構で,あらかじめ装填孔にそう

若された案内筒に対L,その近防30mm程度に高速で印位得手ノミめを

完了すれば自動的に微速に切り絆えられて精†､上同決めに移り,30秒

前後で心出精度約0.5mmに仙f′放めし,続いてか心と気締に遮へ

t･､結合を完成し,さらに日動的にレールクランプされるという画期

的なものである｡また放射燃料を取りけけ場介は外部から宙祝でき

ないので,必要な作動ほすべて操作艇内にノ壬ホされ,各種インター

ロックと相まって取り扱いはまったくフルプルーフに子‾i･なわれるも

ので,今後の運転実績が大いに期待さjtる｡

主 要寸 法 全長

全幅

全高

給 重 量

日動位置決め朽度

上‾■F台申走行 高速

微速

巻 揚 速 度

速へい厚(鉛相チ11)

8,050mm

5,660mm

8,910mm

70t

<1mm

lOm/min

O.1m/min

lO～2m/min

270mm
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節9図 プラグノ､ソドラ組立図
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第10図lT-】走形燃料触替キヤソク

巻揚 荷 市(約) 100g

耐 宗 度 0.4G

2臥1.占 原子炉計測制御装置

(1)OCF計測制御装frl三

軽水減速非均円形臨界実験装瞑用制御盤を日立製作所中央研究

所1二伸‾こ子分弓引こ完成した｡

■l■性-‾チ計測系統ほ第11図に示したとおf)次の6系統である〔

第1,2チャンネル:BF3カウンタまたほ核分裂形比例計数管で

起動時の熱一卜性了▲月ミを▲汁数し,対数計数率出力および集合体周

期を測定する｡

第3チャンネル:7′線補償形電離箱を検出器とし,出力電流を対

数増幅し対数出九日よび炉周期を測定する｡

打亨4,5チ17ソネル:;′線祁倍ノ停電離箱を用いて出力電流を振動

才りi呈二形電位計で増幅し線形出力の測定を行なう∩

祈6チャンネル:シンチレーションカウンタからの検出パルス

を哨晰し対数計数率,炉周j明表示を行なう｡

各チ17ソネルの出力ほメータ表示されるほか,折1,2チャン

ネルの小性子計数ほカウントされ,また第1～3チャンネルの炉

同上弧 折3～5チャンネルの出ノJは記録計に記録される｡

起動時ほ3木の安全搾を引き上げ,シム,調整棒を下降させた

あとでなければ起動できないようにインタロックされている｡
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ちノぎ45巻節1号

安全系統は第3チャンネルの炉

周期が設定値以下,節3～6チャン

ネルの出力が設定依以上に通っし

た場合200mslよ内に二女仝棒溝下

ダンプ弁開放の動作を完アする｡

スクラム後ほスクラム原田が除ゴ_三

さjlるまでは再起動できない｡

制御盤に近設さJtたプロセス計

測盤は炉心タソク,ダンプタンク

の温度および各部流量,水伝矧皇

を監視している｡特に炉心タンク

の水温は温度調節計,ハンチング

抑止装匠で設定温度に制御され

る〔このほか｢卜隆子計数計の雑音

によるミスカウント防1Lのため方

今の対策が講じられている(

(2)JRR-4計測制御装F托

JRR-4の中性子計測系統ほ弟

12図に示すように核分裂計数管
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節11L喝 OCF∴汁桝=別御系,.起動インクロ､ソク系,家令系のブロック岡

を用いた起動系統,7･線補供形電

離箱を用いたペリオド系統,線形出力系統2系統,フ′線非神佑形

電離箱を用いたガルバノメータ系統の5系統からなっている〔最

後のガルバノメータ系には停電時に炉の状態が監視できるように

電池を使用している｢.て糾御弓引こ王制御計測髄がおかれ原子炉に関

するすべての旨の胃た祝とすべての操作を集｢Fl｢伽こ行なうことがで

きる〔櫨の形状,器_具の配E引ま人間_‾Ⅰ二学によって設計され,操作

しやすいように考慮されているっ また炉の状態がグラフィックパ

ネル上に示されており,運転に便利なようになっているっ この炉

は散乱実験や遮へい実験に使用するのを主口約の一つとしている
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第12囲 JRR-4rll性子測定系

--6卜

芳亨L∴ノ..占

り･フナ･増亡喜岩､こ

ので各種の測定器き移動用のブリ､ソジが設けられている｡特に散乱

実験に用いられる測定ブリ､ソジば+三除去の放射能レベルが高く人

間の1二仁ち入りができないので,二l二業テレビ,数多くの位置柑旨示計,

リミットスイッチによって,`ノ亡乍な‾行R運転を二女仝にできるよう

.設計されている〔

28.2 原子炉用実験装置

28.2.1 マニブレーク

日､｢仁マスク･スレーブ･マニナレータは人口TJの手の延長とLて遠

F【刺1;業をする高根な恍服眺を什㌣J,放功‖ノt物質取扱川として各所で

†‖いらjtている｡依棚式マスタ･スレーブ･てニプレータはすでに

ン'亡成されたものに一‾)いて抑部の較こ寸,改11主が行なわjt,さらに使い

やすいものをソ亡成した′1,000キューリfJの放月‖イト物質取扱川口立

件吋主マニケレーク HM-ⅠIA形を上舶(原十力席業研究所に,ホット

ケーブロ1として納入した〔また名7【-▲Jl三市‾iて杓!､アニ鮒にも納入し,教

fテ･け†主ホ川とLて遠隔柁†′lて与ヒ;lて

の知h訂践の-け7如二子貨7一ご/つている(

1電気式てニフレークほ,作業

する機械脱と人l川とのIJ-りのFl蛸亡

に実川の他｢印ではてIi川ミがないノ!F

て糀械式にまさる〔サーボ系の

坪論杓解析とプ三験はすてにl‾1丁亡

妄竺n頂チに七いて繰りjな三こノしそ

jtらの去∈百卦乃卜にたってIl‾F7;ぺ

†′輔Tlに/八､てチて▲梓試験カミ行なjっ

れつ/つある｢

28.3 放射線測定器

28.3.1β線スペクトロメー

ク

セクタニ巾i文数形▲ラ船主スペグ

トロメークの開発を行なった∩

本〃こi‾巨位長石部,iE抑部,検出器

臥bよび測定制御部にわかJtて

いる｢.本体のiさ貨計にさ1うってほ,

ウシ花】記鎚紙による磁場解析を行
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ない,分散シムノテ式がすぐれていること7分権諾した↑.また磁称端磁

場についても,シュ1フルツ･クリストヅフェル変換糾1jいて解析

し,設計の基礎データとLた〔本体ほコイルを外側に耐hlT亡した鍔斗笠

形で,全体の大きさに比較Lて軌道■､】仁緯が大きくて与川綿旨がよく,

しかもコーfル弧首のくふうによって明るさ新港さないノ1ミが広大の帖

長である｡さらに明るさを増すために磁f抑‾jけき′ごと′非セクタ形と川

程度に大きくしたが,そのことにエる附削モトはなかった〔その他

①磁非分布の精度を山くするためコイルなこと■二咋小にいれ その円げた

に新しいアイディアをいれたこと｡②ゴニオメータと組み合わせて

β-rコインシデソスの測定に適すること｡③タイマ,プリンタ,励

磁電源,検出器等を組み合カブせて日動プログラム制御を行ない,完

全日動測定記録ができること〔④電磁石は本矧伽こヒステレシスお

よび残田磁気の少ない設計になっているが,さらに｢l勅消磁装rF亡を

つけて0.1カナウス以下に消磁できるようにしてあること｡⑤励磁電

設和ま仝トラソジスタ式としてMG式のような騒音をなくL,小形化

し,また伝線性の高いものとしたこと｢､@払E統制別系ほ20%以

上の外乱に対しても精度5×10‾ヰよりも1辻く,また長峰閃ドリフト

もきわめて少ない,などが特長である〔

弟2表に‡1三要な仕様を,策】4図にプロ､リグ緑園を示す｡また弟

15図ほCs137のノラ維スペクトルならびに661keVの内部転換′ぷ†▲

のピークを測定したもので,緑地モ2mm¢で,スリットなどをまっ

たく使用しない状態で0.37%の分角輪旨がアミ上られているっ

第2蓑
ノ匂線スぺクトロノータ什様

項 F】

形 式

培与準 軌J正二､】乍径

磁 極 間 げ き

ェネルキ∴分析範囲

分
解_竺_∈

明 る さ ≧
l

寛 ソ与

度宴
励 磁 う左 肺

什 様 心 よ び 説 明

扇形‾∴前収鉄形

約340Illm

!1㌘軒帆ユ‾江､l仁托_卜･:240mm

4MeV～50keV

約0.4%

0.6～0.2%

1×10‾■1mmHg

トランジスダ式3.6kW60V60Aぺ`rt;統制脚系安定度
5×10一り5hl]動棚引斗㌧irこ,l上1助椚磁与ヒ粁=､j■き

GMおょびシソチレ【シ?ソカウノタで検けiLタイー′,
プリンタ,励敵右折を納入で‡わせてノ完乍l′=軸測定記録が

できる｡まナエゴニ+‾ノーークと糾人たjっせイ∴うーi･一コインシ
ンナスの測定かけ7てきる｡

28.4 粒子加速器

2臥4.1可搬式中性子発生装置

木器ほ炉物稚尖験,故郷ヒ分析に使用する可搬式l-l一丁件-√発斗:.装rFた

であり,曲水素イオンの加速電仙ま150kVで,ターゲットは吸前

二屯水素であるっ発牛する中性了一は14･.1MeVで均一･なエネルギー

‾を持っている〔

連続小怜子を発/卜させられるほか,イオンソースパノいlナとビーム

ダクトパルサによるパルス中性イーの発/卜も‾叶絶である｡l和己電む如ま

セレン整流器を用いた高周波コックグロフトで,イオンソースの電

源には絶縁トランスを佐川している｡

ビームノi-E流ほ1mA以上で,10川K/sの･川1イを充子トさせるにほ

500.′仏でl･分である｡パルス.詩別転の場合のパルス帖ほ1/∠S～1ms

で,繰り返し周波数は1～10kcで,いjヱかも叫▲軒亡お)るて･

弟1る図は木諾手の加速器部を示すヰ)ので,第17国ほ延長筍;を取り

付けたターゲットである(

力 237

ラズて充子t溺汁■亡(QP)の心臓部をなすプラズマ源｢PIG放電装踪+を

納人した｡この巷叩こばノこ今に･iE離された静かなプラズマを長時間安
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28.5.1PIG放電装置
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第14図 ノう練スペクトロメータブロック線図
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第15L対 Cs187のノヨ線スペクトルならびに661keVの

l勺部転換う盲十のど【ク測定阿

箭16図 可搬式･‾l‾一件丁発生装置加速器部分
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;才テ17脚 下‖鮎い州イ先′卜与与7一てターゲット

ヲヒに禿†卜させてプラズてのノil碓朴先む行ノ▲にうためのものである(

Ⅰ)IG放丁に′iて;はユ■咋に排1tL,州ノJ仙こ約1,000ガウスの磁界をか

いj‾,ここに10‾3nlIユーHg仰望のⅠ-Ⅰヱ,D2,Iieなどの気体を3,000J/min

くらいj去り込‾rT(この1も休は瑞叩こタンタル維フィラメソトからの熱

㍍‾トン加速Lてタンク′し【別吹イ振に街ブヨさせるエレクトロンボソバー

りJノCで発1ミLたうETを利川LてPIG形の放TEを起こさせ,冠離さ

せる〔木矧榊こほ放耶7:+二休のほかにコイル励磁川5kW,4,000V

DCG,巾掟放花川10lくW,500､125V DCG,l御坂加倒川2lくW,

4,000VSIie式巾流㍍机 フィラメント川1.51くW,15VSReン℃両

流唱椚〔と'キまとめて納入Lた〔これらの電灯ほリップルを少なく

するユ川二に肌正してJ芝上汁さか,また制御,仁敵性など糾共和こ検

討してご汁巾さjtたもので九る〔

ち‡18川 名古ノ宇大予納Ⅰ)IG放電北岸生

三△.
酬8 第45巻 第1号

昭和37年度における日立製作所の社外講演の成果(件数) (昭和36年11月～昭和37年10月)
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